
人が感じる高揚感と光の関係 

～光の色による感情効果の違い～ 

Relationship between Light and Elation 

―difference of the emotional effects depending on color of light－ 

Abstract 

  Human feel various emotion when they watch strong light. Among them, we researched elation. 

We thought color, shape and brightness of light is element which relates to emotional effect of 

light. We focused color of light and research what color gives human the most elation. We conduct 

an experience that some subject watch light and answer the survey. It turned out that and relation 

between elation and color system of light. 

１．初めに 

 人は光を見たときにどのような感情を感じるだろうか。落ち着くと感じる人がいればしんどいと感 

じる人もいるだろう。今回、私たちは光を見たときに感じる高揚感について研究した。私たちは光が 

人に与える感情に関係する要素を光の色、形、明るさの三つだと考え、そのうちの光の色に注目して 

光の色と高揚感の関係について明らかにすることを目標とした。 

２．研究方法 

 本研究は実験参加者（45人）に暗くした室内で複数色の光を見てもらい、アンケートを行い、その 

結果を分析することでそれぞれの光に対する人が受ける高揚感を計測した。計測する光は白、緑、 

青、青緑、黄、赤、赤紫の計七色である。本研究で株式会社 LED 光彩館の LEDカーテンライト二枚 

をマルチメディアコールセンターの壁にかけて使用した（図１）。 

図１ 

アンケート方法として SD法を用いた。SD法は図２のようなアンケート用紙を用いて行い、図２aの

ように答えてもらうことによって計測する。SD 法を用いることで感情などの不確定な要素を数値のデ

ータとして得ることができる。その反面、人によっては個人差が出てしまうことがあることに注意し

なければならない。 

今回の実験では実験参加者には「高揚感」を表すグラフとそれぞれの色の光を見たときの自分の感

情についてのグラフを作成してもらった。ここで作成したグラフを SDプロフィールと呼ぶ。今回、項

目は心配な‐安全な、強い‐弱い、楽しい‐疲れた、熱い‐冷たい、積極的な‐消極的な、きれいな

‐汚い、よい‐悪い、好きな‐嫌いな、の八項目に設定した。 
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 a  b 

図２ アンケート用紙 

≪分析方法≫ 

 作成した「高揚感」の SDプロフィールとそれぞれの光の色を見たときの感情の SDプロフィ 

ールを比較した。それぞれの項目ごとの数字の差の絶対値の二乗を加算していくことによって 

光を見たときの SDプロフィールのスコアを決定する。つまり、スコアが小さければ小さいほど 

より高揚したということを読み取ることができる。本研究で用いた手法は人の好みに左右さ 

れ、個人差が多く出てしまう可能性があるため、平均をとると実際のデータから離れた結果が 

出てしまう恐れがあったので個人評価での分析も行った。また、差の絶対値のではなく差の二 

乗を加算してスコアを決定する理由ではこの SD法を用いたアンケートでは離れれば離れるほど 

その評価項目で全く性質が異なる、ということを表すからである。 

この研究では得たアンケート結果を個人と全体の二つの方法を用いて分析を行った。 

■個人分析

 得たデータを個人で分析することで個人個人の最も高揚した光の色を求める。それ

を統計し、グラフを作成することで多くの人が最も高揚した光の色を求める。 

■全体分析

 全員のアンケート結果を色ごとに平均し、全体の SDプロフィールを作成すること

で、全体で最も高揚した光の色を求める。 

３．実験結果 

  ≪個人分析結果≫ 

表１ 

高揚感とそれぞれの光の色の左側の列が SDプロフィールを表したもので、その右の数字がそ

れぞれの項目での高揚感との差である。一番下の列を見ることでデータ１は赤色の光が最も高

揚したことが分かる。また、青緑色の光が最も高揚しないことが分かる。 
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個人分析結果グラフ 

図３ 最も高揚した光の色 図４ 最も高揚しなかった光の色 

 最も高揚した光の色は赤と黄色であった。また、暖色の赤、赤紫、黄が最も高揚した光の 

色は全体の 75％であった。最も高揚しなかった光の色は青で暖色を除いた色の光が全体の 

75％以上であった。しかし、赤は暖色であるが高揚しなかった光の色で白と同率で二番目で 

あった。 

≪全体分析結果≫ 

 表２ 

上の表から全体の平均では黄、赤紫、赤、緑、青緑、白、青の順で得られた高揚感が大き 

いことが分かった。黄と赤紫はスコアに差がほとんどなかったが、同じ暖色の赤はその二倍

ほどのスコアがあり、中性色の緑と差がなかった。 

◇追加実験

 これまでは単色のみを比べていたが、それとともに全色同時に光らせた状態での感情も同 

様の方法で測定した。 

図５ 最も高揚した光の色 
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 全色を同時で光らせた場合に最も高揚した人が全体の約半数であった。全色も含めて最

も高揚した色を求めると、全色の割合は暖色三色の割合の和よりも高いことが分かった。 

表３ 

全色を同時に光らせたときのスコアが黄色の約 1/3であることから、個人分析と同様に全色が

最も高揚したことが分かった。 

４．考察 

考察ⅰ）暖色、中性色、寒色の順で高揚感をあたえることが分かった。 

→暖色は交感神経、寒色は副交感神経に作用するといわれており、暖色は元気な、寒

色は落ち着いた気分にするからであると考えられる。

考察ⅱ）青と赤の評価に個人差が大きく影響した。 

→青色の光は色が暗く光が見えづらかったからだと考えられる。赤の評価が下がった

のは「すきな」「よい」「心配な」の項目で差があり、危険なイメージが定着してい

るからではないかと考えらえる。

考察ⅲ）全体では黄色の光が最も高揚感を与える色であることが分かった。 

→比較的中性色である黄色がこの評価になったのは今回使用したイルミネーションが

オレンジ寄りであったためだと考えられる。

５．今後の課題 

今後の課題は光の色の組み合わせと与える高揚感の関係である。今回の研究で光を組み合わせ

ることで人はより高揚感を抱くことが分かったが、どの組み合わせが最も高揚感を与えるのかは

いまだ分かっていない。また、組み合わせる色の個数の関係についてもわかっていない。そこ

で、二色、三色と個数を変えながら色の組み合わせを変えて実験を行うことが今後の課題であ

る。また、今回の実験では初めに見せた色の光が一番印象に残るという指摘を受けた。そのた

め、実験での光を見せる過程での改善が必要だと考えている。 
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